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法律事務所を大船に開設！！
検事15年、判事15年の田中治弁護士にお気軽にご相談下さい

など法律に関わる全般相続 遺産 不動産問題 交通事故

湘南総合法律事務所
弁護士　田中  治

tanaka@shonan-law.com 住/鎌倉市大船１－１２－１１ ミツハマビル３階（仲通商店街の藤沢寄り）
0467・42・0467 相談予約/平日9：00～18：00

相談は土日、夜間も可
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　1927 年東京生まれ。歌人、作家。日本
エッセイストクラブ常務理事。鎌倉ペン
クラブ副会長。東京女子大学国語科卒業。
1957 年、歌集『さるびあ街』発表、高い
評価を得る。1984 年、『源氏の恋文』で
日本エッセイストクラブ賞、1999 年『夕
霧峠』で迢空賞受賞。『古歌逍遥』（Ｎ H
Ｋ出版）、『神と歌の物語 新訳古事記』（草
思社）、『かの子歌の子』（集英社）、『古典
いろは随想』（紅書房）、『短歌カンタービ
レ・はじめての短歌レッスン』（かまくら
春秋社）、『大和物語の世界』（書肆フローラ）
等著書多数。合唱曲作詞、香道等の分野で
も幅広く活躍。鎌倉には1977年から在住。

尾崎左永子 氏
プロフィール

上州屋 合資会社 
鎌倉市大船1丁目10－１5 
（0467） 43ー1000 

E-mail  i.saito@joshuya.co.jp 

事務用品 文房具 和・洋紙 
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受付時間 9：00～18：00（年末年始、GWは10：00～17：00）
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高齢者いきいき課に聞いてみま
した 高齢者の福祉と介護の現状 シリーズ第１回（全３回）

高齢者の福祉や介護問題の現況について、
会員の皆さんに解りやすくお知らせするた
め、高齢者いきいき課の野田課長と秋山事
務局長にお話を伺いました。
　　　　　　　　　対談者：教養部山本

要介護認定までの流れ 申請から認定まで
　サービスの利用を

希望する人は、市の窓口（高齢者いきいき
課）に「要介護認定」の申請をしましょう。

　訪問調査（本人
と家族などから聞き取り調査）と主治医の意見
書をもとに一次判定（コンピュータ判定）し、
保健、医療、福祉の専門家が二次判定（介護認
定審査会）で審査します。

人
な
切
適
が
と
こ
る
図
を
善

認定の申請をします

調査と審査が行われます

要介護１
要介護２
要介護３
要介護４
要介護５

要支援１
要支援２

◎介護保険のサービスは受
けられませんが、特定高齢
者（生活機能の向上が必要
な人）の候補者となります。

非該当

認定結果をお知らせします

介護サービスを
利用できます

介護予防サービス
を利用できます

介護予防事業を
利用できます

居宅介護支援事業者な
どに依頼して、利用す
るサービスを具体的に
盛り込んだケアプラン
を作成。ケアプランに
もとづいてサービスを
利用します。

地域包括支援センター
が中心となって、介護
予防ケアプランを作成
するなど、住み慣れた
地域で自立した生活を
続けていけるよう支援
します。

介護が必要にならない
ように、介護予防事業
を利用できます。地域
支援事業の介護予防事
業は、一般高齢者と特
定高齢者に分かれて利
用します。

家庭料理のおともにどうぞ！！

鎌倉市大船２ー１６ー２ 43ー1756

手造り豆腐 油あげ がんもどき

あなたの街のお豆腐屋さん

有限
会社

倫
と　　う　　

ふ
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明
（
時
業
創
は
と
竹
松

33
・
1900

兄
児
生
双
郎
次
竹
谷
大
と
郎
次
松
井
白

け
た
つ
ま

芝
の
竹40

東
年

く
ぜ
つ

る
せ
み
で
舌

　

の
中
躍
活
で
動
運
劇
新
で
こ
そ

小お
さ
な
い
か
お
る

校
学
優
俳
兼
督
監
総
作
製
を
薫
内
山

●
●

●
●

」
魂
霊
の
上
路
「
て
し
と
画
映
劇
粋
純

し
要
を
年
一
ぼ
ほ
で
ま
る
が
上
来
出
が

　

の
り
か

19

と
演
主
を
子
み
す
島
栗
の
歳

魅
い
し
々
瑞
の
女
彼
で
品
作
い
近
に
画

　

に
既
を
後
た
い
退
が
内
山
小
は
谷
大

芳
村
野
る
あ
も
で
督
監
で
事
理
の
竹
松

は
館
列

43

100

も
本

旧
は
分
半

の
劇
代
現
派
新
は
村
野
で
劇

12

・
み
生
「を
子
み
す
島
栗
・
子
信
月
五
・
子

り
作
を」
母
「て
し
に
母
の」
理
義
・
て
育

調
基
の
調
田
蒲
て
し
と
」
竹
松
の
マ
ラ

保
津
島
・
彦
虚
原
牛
・）
婚
結
と
子
み

　

12

　

治
明
は
郎
四
村
北

27

町
挽
木
座
銀
年

ほ
に
気
才
の
郎
四
が
ル
ツ
戸
城
人
情
の

ろ
か
白
面
も
の
る
れ
暴
で
界
行
興
い
な

す
籍
入
に
戸
城
し
社
入
に
竹
松
と
に
う

江
い
強
の
気
ん
け
負
と
督
監
助）
た

を
材
題
ら
か
ろ
こ
と
な
近
身
を
常
日
の

た
の
人
素
は
村
野
た

●
●

●

13

の
茂
加
下
を
彼
は
谷
大
年

　

は
調
田
蒲
竹
松
で
れ
流
の
督
監
き
如
の

　

青
カ
リ
メ
ア
は
彦
虚
原
牛
の
卒
大
帝

を
り
た
当
大
で
ビ
ン
コ
代
絹
中
田
・
明

　

物
産
海
の
町
下
は
郎
次
保
津
島
た
ま

は
で
田
蒲
し
な
こ
に
用
器120

は
品
作
る
れ
ら
め
認
に
家

隣
「の
前
直
る
移
へ
船
大

　

目
注
が
助
之
平
所
五
た
い
つ
に
津
島

は
の
た
れ
さ

14
年
15

か
ず
恥
「
の
目
本

可
の
代
絹
ら
か
く
早
で
ら
か
」
夢
い
し

令
号
大
す
出
り
売
に
的
々
大
を
代
絹
て

66

の
本

ち
う

17

そ
り
よ
に
」
房
女
と
ム
ダ
マ
「
品
作
回

」
画
映
調
田
蒲
「
た
き
て
け
続
し
説
力

不
の
抹
一
に
演
主
の
代
絹
る
あ
の
り
訛

傑
の
高
最
る
す
張
主
が
画
映
声
無
で」
子

　

は
で
田
蒲
れ
さ
愛
に

109

に
作
選
入
ン

12

る
い
て
し
演
出
に
く
近
割
一
の
品
作
田

い
担
に
身
一
を
待
期

29

に
年
は
降
以
年

10

35

10退
引
は
島
栗
に
前
を
動
移
の
へ
船
大
月

　

自
を
オ
リ
ナ
シ
た
似
真
を
画
映
カ
リ
メ

に
手
上
を
等
彦
時
田
岡
・
武
本
坂
・
雄

」
語
物
草
浮
「」
ろ
こ
ご
来
出
「」
ど
れ
け

（
続
連
と

S7

禄
貫
す
示
を
成
完
の
画
映
声
無
で
位
１

は
子
蝶
田
飯
優
女
物
名
の
ら
か
代
時
田

ら
傍
は
彼
で
原
茂
督
監
影
撮
の
上
年
歳

れ
さ
用
採
が
式
橋
土
で
」
房
女
と
ム
ダ

●
●

●
●り

ぎ
り

　

社
入
の
時
同
と
設
創
は
男
喜
巳
瀬
成

で
み
好
戸
城
り
あ
も
格
性
な
味
地
が
だ

前
籍
移
の
へ
）
身
前
の
宝
東
（
L
・
C

作
秀
後
の
そ
が
た
し
残
を
作
優
の
本
数

　

一
を
優
俳
た
し
躍
活
で
田
蒲
に
後
最

●

部●

（
う
よ
し
記
列

年
社
入

23

俳
に
年

部
幹
大
↓
）
印
○
（
遇
待
部
幹
↓
部
幹

和
昭
が
る
あ
と
）
印
◎
（

10

の
時
の
年

子
芳
田
川
◎

（20）

子
み
す
島
栗
◎
・

（21）
◎
・

子
く
さ
柳

（22）

子
雪
波
筑
◯
・

（24）

井
松
◯
・

子
枝
千

（25）

子
蝶
田
飯
◎
・

（22）

満
川
吉
◎
・

子
（24）

子
美
恵
雲
八
○
・

（26）

代
絹
中
田
◎
・

（25）

子
嘉
田
岡
○
・

（29）

子
文
城
葛
○
・

（29）
・

子
里
達
伊

（29）

子
道
川
及
○
・

（29）

川
○
・

子
弘
崎

（29）

苗
早
杉
高
・

（29）

子
夢
初
逢
・

（32）

子
美
内
坪
◯
・

（32）

子
通
野
桑
・

（34）
水
・

子
光
戸

（34）
吉
祐
田
岩
◎

（20）

夫
正
上
井
◎
・

（特枠）

藤
◎
・

夫
秀
野

（23）

稔
田
高
○
・

（29）

彦
時
田
岡
○
・

（29）

雄
達
藤
斎
○
・

（23）

大
◯
・

お

び

な

た

傳
方
日

（32）
・

武
本
坂
○

（24）

明
傳
木
鈴
◎
・

（25）

衆
智
笠
・

（25）

貢
井
藤
○
・

（32）

次
弘
井
三
・

（25）

河
◯
・

吉
黎
村

（21）

一
新
守
日
・

（24）
（

部
大
年
1
1
は
笠

）

　

容
陣
の
田
蒲
の
時
盛
全

567

優
女
屋

87

優
男
・

140
15

編
長
に
間
年

1195

編
短

43

65

で
間
年

1495）
Ｋ
（

所
影
撮
田
蒲
竹
松

|
史
前
・
所
影
撮
船
大
|

「虞美人草」岩田祐吉、栗島すみ子
（監督：ヘンリー小谷  大正 10年４月）

大谷竹次郎社長と城戸四郎
（昭和 28年）

〈

〉

〈

〉

〈

〉

トーキー第１作「マダムと女房」
田中絹代、渡辺篤、市村美津子

（監督：五所平之助　昭和６年８月）
「伊豆の踊子」大日向傳、田中絹代
（監督：五所平之助　昭和８年２月）
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し
ま
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だ
た
い
て
せ
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会
入
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70
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会
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で
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遊
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ま
れ
わ
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き
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点
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く
な
き
で
足
満
は
で
品
小
の
度
程
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80

大
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し
ま
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な
に
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よ
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戦
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に
作

30
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賞
励
奨
が
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号
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加
故
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運
幸
が
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に
ら
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機
る
す
品
出
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術
美
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実
野
永
に
か
ほ
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現

の
内
町
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会
る
の
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生
先

勉
も
で
ど
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会
く
描
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倉
鎌
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と
こ
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写
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制
の
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で
と
こ
る
す
現
再
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上
面
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る
え
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迎
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ど
な
合
都
の
事

　

在
現

73

70

ア
イ
タ
リ
で
歳

さ
な
り
や
ら
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ら
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練
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介
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ら
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も
い
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落
没
の
朝
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図
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朝
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源
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手
切
と
さ
る
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て
れ
か
描
が
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雄
る
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で
馬
を
岸成
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和
昭
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月
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年

25

さ
行
発
が
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図
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朝
頼
の
窟
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院
回

た
し
と
の

44

あ
で
品
作
の
時
の
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和
昭
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行
発
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日
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９
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発
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３
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叛
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尊
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を
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滅
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親
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い
て
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会
和
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趣
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鎌
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は
妻
る
か
わ
し
少
が
楽
音

と
る
や
て
し
か

365

エ
町
の
湯
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日

）
住
在
浜
ガ
里
七
（

　

く
な
も
間
は
私
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す
ら
暮
く
し
忙
を
日
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で
争
戦
は

ど
子
り
な
く
亡
も
姑
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な
と
戦
終

な
に
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よ
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え
考
を
と
こ
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分
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い
か
何
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え
考
を
と
こ
の
ら
か
て

と
は
て
く
な
か
お
て
し
と
ろ
い
ろ

　

60

ら
か
時
い
さ
小
て
ぎ
過
を
歳

マ●
●

●
●

62

74

ま
歳

で
12

と
の
別
も
花
造
と
花
押
て
し
行
並

約
め
始
を
絵
り
ぎ
ち
で
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通
年

ア
他
の
そ
堂
会
公
で
ア

●
●

●
●

で
チ
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チ

　

75

始
を
詩
漢
国
中
に
時
の
歳

77

か
歳

ど
な
ン
ボ
ズ
・
ス
ウ
ラ
ブ
で
分
自

お
て
し
け
が
ン
シ
ミ
は
の
も
る
着

思
と
る
が
な
つ
に
信
自
が
と
こ
く
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足
補
の
私
〈　

し
ら
い
に
座
木
材
は
ん
さ
さ
ま

ら
か
て

68

17

200

300
体の

伎
舞
歌
に
主
で
料
材
が
紙
和
ン

謙
は
ろ
こ
と
い
ら
え
の
ん
さ
さ
ま

を
礎
基
て
い
つ
に
生
先
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ま
に
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と
こ
る
い
て
け
つ
に
身
く
強
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き
生
で
ん
し
楽
く
こ
し
か
を
後
老

会
楽
海
座
木
材
（

　

藤
伊
　

）
子
武

波
岩
　

史
高

は
私

70

た
し
ま
め
始
を

会
扇
白
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丸
山
平
大

田
池
　

一
米

始
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絵
て
し
う
こ
は
私

た
し
ま
め

会
楽
海
座
木
材

村
中
　

さ
ま

忙
大
く
し
楽
日
毎
は
私

す
で
し

鎌倉と郵便切手⑵
頼朝の切手　　　土山　忠滋

「フラワーセンターの池」

（図１）（図３） （図２）



みらいふる鎌倉 平成 21 年（2009 年）11 月 25 日発行（ 7 ）第 63 号

　
37

和
昭
の
前
年

47

62
頁

　　　

と
を
懐
感
の
ろ

●
●

●
●

味
一
も
の
る
れ
か
歩
ら
が
な
し
認
確
を
在
存
の
店
の
し
か
懐
た

昭
和
４
７
年
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倉
小
町
通
り

た
べ
あ
る
き
マ
ッ
プ

　

治
明
は
郎
次
嘉
本
山

35

生
で
橋
京
年

71あ
で
男
長
の
そ
で
人
配
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総
の
会
商
谷

劇
新
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伎
舞
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ら
か
期
年
幼
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頃
歳

間
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数
十
ち
立
い
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作
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画
映
ら
か

●
●

●
●

画
映
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督
監
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手
助
督
監
・
き
書
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脚
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で
24

劇
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の
子
澄
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鈴
・
稔
田
高
の
年

22

　

を
督
監
の
活
日
・
ノ
キ
マ
と
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の
こて

経

31

で
Ｌ
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Ｃ
・
Ｐ
身
前
の
宝
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年

34

の
郎
次
嘉
り
あ
で
演
出
画
映
回
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第
の

セ
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等
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恋
の
郎
十
藤
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」
操
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の
人
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ペ
ス
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隊
闘
戦
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藤
加
「・」
戦
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沖

悟
孫
「・」
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金
り
ぎ
ん
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の
ン
ケ
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エ
「　
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た
し
書
大
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特
て
し
と
績
功
の
彼

こ
た
し
出
輩
を
督
監
な
英
俊
ど
な
治
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の
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た
し
用
採
て
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を
度
態
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風
の

　

愛
と
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さ
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カ
マ
ヤ
「
ら
か
時
当

に
」
泉
の
話
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ラ
の
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Ｈ
Ｎ
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年

に
」
す
で
私
は
れ
そ
「

10

郎
次
嘉
本
山
た
い
歩
べ
た
も
倉
鎌

注：マップは横にして見て下さい

鎌倉市常盤４０４－１ （0467）81ー3678
鎌倉爽健整骨院

関節や筋肉の痛みなど
お気軽にご相談ください

定休日 月曜 祝日
PM 2 00～： 5 00：

PM 3 00～： 8 00：AM9 30～： 12 30：

リハビリテーション・理学療法・テーピング・低周波

PM
AM

月 火 水 木 金 土 日

交通事故 労災保険
各種保険取扱い
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柳
川
と
倉
鎌

　

臨
・
刹
名
の
位
1
第
山
五
倉
鎌

右
と
る
入
を
門
総
の
寺
長
建
宗
済

表
代
の
坊
花
剣
上
井
・
祖
の
興
中

皇
天
を
中
ぬ
え
こ
き
ツ
一
咳
『
作700

を
樹
大
の
槙
柏
る
れ
わ
い
と
年

　

院
統
正
の
こ
を
年
晩
は
坊
花
剣

る
め
ざ
め
に
鐘
の
宝
国
『
は
句
の

り
去
人
一
『
に
さ
し
寂
り
去
が
客

で
ん
詠
と
』
人
二
と
仏
り
去
人
二

て
れ
産
駒
凡
年
百
五
後
『
の
毫
揮

　

県
口
山
年
3
治
明
は
坊
花
剣

36

上
に
年

川
な
的
新
革
し
か
生
を
神
精
の
柳

呼
と
坊
花
剣
上
井
の
柳
川
新
し
対

　

花
剣
は
で
会
柳
川
南
湘
の
倉
鎌

参
が
人
柳
の
数
多
も
ら
か
方
遠
り

　

第
21

ま
や
・
祭
化
文
民
国
「
回

の
い
祝
お
た
れ
さ
託
ら
か
長
市
倉

訪
敬
表
を
長
市
萩
が
行
一
の
会
柳

　
　
　

）
敬
光
弥
阿
本
（

 　

川
南
湘
て
経
を
長
会
副
社
柳
川
道

　

僧
半
の
側
左
の
殿
仏
寺
長
建

の
き
ゆ
奥
た
れ
ま
囲
に
杉
な
事
見

剣
の
先
ら
た
れ
た
持
を
心
関
に
柳

雪
は
立
衝
の
坊
花

ぎ
す
す

願
お
に
職
住

か
る
け
だ
た
い
て
せ
見
ば
れ
す
い

　
　
　
　
　
　
　

）
K
（

70

柳
川
の
ら
か
歳

　

ら
か
今

13

入
の
柳
川
『
で
板
示
掲
の
」
ら
ら

後
年
定
て
見
を
示
掲
の
』
集
募
会

は
の
た
め
じ
は
を
柳
川
で
り

70
歳

　

正
大

15

人
の
生
小
の
れ
ま
生
年

子
晶
野
謝
与
や
木
啄
川
石
た
れ
憧

性
過
一
は
熱
情
の
へ
歌
短
の
ど
な

に
野
分
の
学
理
に
興
復
業
産
は
後

葉
言
な
由
自
く
な
少
も
制
規
に
け

な
鮮
新
か
何
は
に
柳
川
る
れ
綴
で

　

ボ
る
れ
さ
援
支
を
れ
そ
と
々
方
た

る
出
み
滲
が
楽
哀
怒
喜
に
音
靴

 

る
み
て
え
添
を
華
な
さ
小
に
史
分
自

　

13

の
会
例
定
の
々
方
る
い
て
れ
ら
え

入
に
間
仲
お
に
』
会
柳
川
南
湘
『

目
駄
ぬ
ら
な
は
て
れ
触
上
以
れ
そ

し
押
を

　

欄
芸
文
の
」
も
も
ま
や
「
た
ま

だ
た
い
て
せ
の
を
句
駄
回
毎
も
に

柳
川
の
て
め
じ
は

　

す
で
芸
文
詩
短
む
ふ
を
律
韻
の

の
約
制
の
』
題
季
『
に
う
よ
の
月

』
詩
活
生
・
詩
間
人
な
由
自
『
い
な

　
500

約
た
れ

250

で
芸
文
い
若
だ
ま
の
年

い
咲
に
戸
江
に
期
中
戸
江
に
さ
ま

　

17

数
字
文
い
な
少
う
い
と
字
文

　

を
み
軽
・
み
し
か
お
・
ち
が
う

ま
い
て
れ
わ
い
と
素
要
三
の
柳
川

　　

哀
怒
喜
や
活
生
の
日
毎
は
詠
雑

が
と
こ
る
あ
で
実
忠
に
題
た
れ
ら

　

が
う
「
は
と
素
要
三
の
柳
川

い
と
」
み
軽
「」
み
し
か
お
「」
ち

悲
・
り
怒
・
び
喜
「
る
い
て
じ
感

）
楽
・
哀
・
怒
・
喜
（」
さ
し
楽
・
み
し

の
５
・
７
・
５
を

17

め
と
ま
に
字
音

」
ち
が
う
「

中
の
気
湯
も
誉
名
も
位
地
場
浴
大

」
み
し
か
お
「

う
笑
が
子
て
見
父
う
笑
て
見
を
猿

」
み
軽
「

か
ん
せ
ま
し
に
火
花
て
め
や
験
実
核

　

は
形
本
基
・
則
原
の
柳
川

る
れ
崩
が
ム
ズ
リ
は
で
」
ず
ら
足

　

で
葉
言
い
す
や
り
か
わ
も
に
人
他

に
ち
持
気
な
直
素
の
代
時
も
ど
子

　

感
と
い
し
美
を
の
も
い
し
美

気
な
楽
気
ず
ま
に
」
柳
川
「
く
描

会
桜
珀
田
笛
（

　

田
原
　

）
光

　

ら
く
ま
か
市
都
学
文
「の
選

100

」
人

成
平
（

17
）
会
柳
川

　

住
（内
以
句
３
に
き
が
は

年
・
名
ブ
ラ
ク
属
所
・
名
氏
・
所

64載
記
を
句
投
の
て
べ
す
に
号※

22

日
末
月
２
年

先
り
送

　

・
局
務
事
部
養
教

田
原
　

11 川　

柳　

募　

集

　　

か
ん
せ
ま
み
て
め
じ
は
を
柳
川
も
た
な
あ

?　

井上剣花坊

宿
◉

 

題

思わずシャッターを正統院参道

（左から原田・本阿弥・門田）

午後２ ００～： ６ ００：
午前１０００～： １２３０：

月診 療 時 間 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ／ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

休診日　木・日・祝日、土曜午後

（0467）47ー6755
http://www9.plala.or.jp/wakasugi-clinic/

鎌倉市大船６ー１ー１ 松竹ショッピングセンター２F

若杉内科クリニック
内科・腎臓内科・リウマチ科
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に
夏
初
ら
か
春
年
今
で
館
学
文
倉
鎌

境
環
だ
ん
生
を
家
術
芸
た
れ
ぐ
す
の
人

　

父
武し

け
た

（
1842

1916

北
藩
小
摩
薩
は
）

を
10

活
大
て
し
と
ン
マ
画
企
も
で
界
業
実
で

型
典
の
向
志
族
貴
み
富
に
性
見
先
・
直

　

家
内
山
）
岡
盛
（
藩
部
南
は
子
幸
毋

妻
良
た
れ
わ
い
と
達
闊
・
的
性
理
・
敢

　　

治
明
は
郎
武

11

（
年

1878

水
川
石
小
）

か
時
の
歳
４
生
出
て
し
と
男
長
で
町
道

受
を
き
ど
ほ
手
の
語
英
に
師
牧
人
外
ら

友
学
ご
の
皇
天
正
大
で
良
優
績
成
じ
転

　

治
明

29

（
年

19

30

４
年

想
観
「
る
な
と
量
な
変
大
生
一
ら
か
月

き
で
が
と
こ
る
知
を
貌
全
の
涯
生
の

37
年
12
月
29動

感
に
』
録
安
求
『
の
三
鑑
村
内
「
日

戦
挑
に
本
森
夜
同
「）
と
あ
ぐ
す
の
こ
（

翌
」
る
す
験
経
を
時
る
な
常
非
て
れ
さ30

月
２
年

19

を
死
に
渓
山
定
と
吉
厚
「
日

す
意
決
を
信
入
教
ト
ス
リ
キ
に
機
契
を

じ
通
を
悩
苦
の
上
教
宗
の
本
森
友
親
た

る
す
意
決
を
中
心
み
悩
に
共
も
ら
自
て

　

治
明

34

入
に
会
教
ト
ス
リ
キ
幌
札
年

　

て
さ

36

メ
ア
に
共
と
吉
厚
は
郎
武
年

ね
か
お
て
れ
入
を
話
挿
な
要
重
の
つ
一

29

と
子
信
城
々
佐
頃
年

ハ
で
人
美
う
い

●
●

●
●

ん
富
に
気
才
で
ラ
カ
イ

軍
従
の
聞
新
民
国
の
峰
蘇
で
後
戦
清
日

木
国
た
い
て
せ
馳
を
名
文
て
し
と
者
記

（
歩
独
田

25

係
関
愛
恋
に
間
の
と
）
歳

に
庭
家
な
沢
贅
で
手
派
ら
か
後
直
が
だ

18

の
士
文
乏
貧
は
）
歳

（
森
人
友
の
代
時
校
学
農
の

つ
発
に
ル
ト
ア
シ

）だ
の
つ
発
へ
カ
リ
メ
ア
く
べ
す
婚
結
と

い
追
を
森
ず
せ
陸
上
も
て
い
着
に
ル
ト

的
々
大
に
聞
新
れ
洩
が
件
事
の
中
船
の

10
年

（後
44

ン
リ
グ
の
女
る
或
「は
郎
武）
年（」

ス
プ

る
或
「
に
後

編
前
」
女

　

関
に
題
問
想
思
会
社
は
に
中
間
期
学
留

ス
ル
ト
・
ン
セ
プ
イ
い
通
に
館
書
図
は

39

ど
な
ス
ン
ラ
フ
・
ツ
イ
ド
・
ア
リ
タ
イ

　

40

33

来
将
の
郎
武
が
父
年

と
ふ
り
か

農
の
太

反
の
父
が
恋
の
と
子
信
野
河
の
仲
恋
ら

42

翌
43

）
之
雅
森
の
ち
の
（光
行
男
長
月
正
年
翌

44

月
２
年

春
年
２
正
大
を
」
ス
プ
ン
リ
グ
の
女
る

で
ま

16

　

か
駅
橋
新
の
前
直
る
す
米
渡
が
子
信

の
へ
浜
横
て
れ
連
を
）
郎
武
（
藤
古
ら

が
想
回
の
局
破
の
婚
結
と
恋
の
人
２
の

て
く
た
み
て
せ
さ
犯
を
罪
に
藤
古
た
し

の
る
せ
任
に
女
の
他
を
事
る
破
を
貞
童

車
列
終
最
ず
か
聞
て
し
と
頑
は
藤
古
が

感
の
か
た
し
得
獲
を
髄
真
の
学
文
パ
ツ

　

文
な
的
格
本
ら
か
後
直
の
載
連
の
こ

え
考
を
婚
離
し
反
に
待
期
も
活
生
婚
結

一
ら
か
幌
札
れ
さ
見
発
が
核
結
の
子
安

な
み
惜
「」
へ
者
き
さ
小
「」
裔
末
の
ン

生
が
作
要
主
の
涯
生
と
」
ふ
奪
は
愛
く

　

に
院
嶺
松
寺

20

月
５
け
続
を
筆
執
も
で

23

て
し
宅
帰
日

子
葉
を
活
生
欲
愛
の
と
地
倉
長
務
事
ら

信
（
作
創
た
れ
離
ら
か
ル
デ
モ
の
子
信

は
子

74

24

側
内
を
情
心
い
な
れ
ら
い
は
に
ず
め
求

見
発
な
た
新
も
で
ん
読
度
何
は
章
文
な

に
つ
一
の」
説
小
大
十
の
本
日
「
は
彦

れ
さ
成
完
て
め
じ
は
は
で
本
日
き
歩
を

　

11

放
解
て
し
と
場
農
の
有
共
の
ち
た
民
作

く
な
も
作
著
つ
立
目
降
以
」
女
る
或
「

50

さ
小
の
円

　

人
美
が
だ
者
婚
既
の
」
論
公
人
婦
「

11

関
の
人
２
で
ら
か
ろ
ご
夏
の
年

ら
終
を
係
関
の
人
２
は
郎
武
け
受
を
せ

気
な
う
よ
の
時
の
吉
厚
本
森
の
日
き
若

　

の
た
れ
か
描
て
し
と
身
化
の
郎
武
は
子

　

正
大

12

中
心
で
庵
明
浄
荘
別
の
沢
井
軽
は
人
２

り
か
ば
く
か
ば
ら
な
恋
が
わ
の
常
の
世

き
べ
く
焼
や
は
身
に
火
き
し
ま
ぞ
お

』
女
る
或
『

700
円　

庫
文
潮
新

だ
ん
こ
ち
打
を
涯
生
が
郎
武
島
有

」
女
る
或
「作
傑
の
有
稀
学
文
代
近

『或る女』大映（監督：豊田四郎　1954）森雅之、京マチ子

大正 9年 6月、有島武郎と子どもたち
（右より、敏行、行光、行三）

この父の代表作で事務長倉地三吉を演じ
た森雅之の心境は如何だったのか

会
寿
白
堂
階
二

　

蔵
京
田
門
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お
盆
で
地
各
本
日
と
る
え
迎
を
夏

祭
の
社
神
雲
八
町
大
は
に
月
7
も
町

り
ど
お
盆
て
に
場
広
い
あ
れ
ふ
町
大

　

盆
の
場
広
い
あ
れ
ふ
町
大
に
く
と

ど
お
盆
の
高
最
る
せ
さ
じ
感
を
界
世

　

の
化
文
統
伝
つ
つ
り
探
を
心
の
り
踊

　　

後
最
の
夏
の
本
日
た
き
て
れ
が
継
け

こ
く
続
が
り
ど
お
盆
い
深
い
わ
味
い

　

づ
い
が
き
生
と
育
教
涯
生
に
前
年
5

ぎ
ち
紙
和
「
と
に
い
伝
手
お
の
り
く

初
と
物
静
・
景
風
・
花
の
々
折
季
四

す
ま
れ
作
が
品
作
い
し
美
も
で
て
め

ど
な
糊
・
毛
刷
・
筆
・
み
さ
は
・
紙

で
ま
る
す
示
展
に
事
行
諸
の
内
町
は

好
て
し
展
出
に
」
展
品
作
の
味
趣
「　

と
い
良
に
止
防
化
老
で
と
こ
す
か
動

定
に
導
指
作
制
の
」
絵
り
ぎ
ち
「
へ

を
感
成
達
で
作
制
同
共
の
１
対
１
て

い
だ
た
い
で
ん
喜
に
族
家
ご
に
え
映

　

た
し
か
生
を
れ
そ
と
得
習
の
味
趣

と
ば
て
た
に
役
お
も
で
し
少
に
動
活

　

年
昨
も
ブ
ラ
ク
の
つ
3
の
寺
明
浄

そ
り
返
若
で
任
着
長
会
林
小
は
会
寿

」
丼
な
う
「
げ
上
き
焼
火
炭
①
々
早

り
作
手
当
弁
み
好
お
は
会
年
忘
②
会

参
社
神
利
夫
阿
山
大
③
会
身
刺
お

　

目
回
2
第
目
日
2
休
連
月
9
て
さ

11

浄
は
に
前
時

の
人
4
で
地
空
の
脇
物
建
館
会
寺
明

ぼ
ほ
で
火
炭
が
性
男

80

げ
上
仕
%

の
勢
大
う
か
向
へ
面
方
山
張
衣
で
道

え
ら
と
く
な
慮
遠
を
鼻
の
客
光
観15

つ
り
盛
の
て
し
と
丼
な
う
に
器
容
い

●
●

●
●

上
来
出
も
度
支
の
い
す
も

　

は
長
会
林
小

20

ら
か
前
い
ら
く
年

な
ら
売
は
に
般
一
の
場
市
部
南
浜
横

250

り
ぶ
大
の
g

を
ぎ
な
う
産
国
の

110

て
し
さ
に
串
て
い
開
ら
か
暁
早
日
の

々
満
信
自
が
員
会
た
れ
さ
授
伝
ら
か

ぶ
あ
の
目
度
３
け
つ
レ
タ
の
度
2
に

上
仕
で
き
つ
手
な
事
見
と
き
焼
り

　

人
た
べ
食
で
館
会
日
の
こ

43

り
帰
ち
持

67

材
が
た
し
文
注
加
追
を
り
帰
ち
持
に

た
の
人
老
は
料
味
調
学
化
は
に
レ
タ

　

の
る
せ
さ
展
発
を
ブ
ラ
ク
人
老

を
動
活
の
ブ
ラ
ク
位
単
に
か
い
は
に

●
●

●
●

近
に
別
は
と
催
主
区

と
こ
う
合
し
力
協
で
間
ブ
ラ
ク
の
隣

　

て
い
つ
に
〕
フ
ル
ゴ
ド
ン
ウ
ラ
グ
〔

プ
に
気
元
れ
く
て
し
加
参
も
ら
か

か
聞
を
喉
の
慢
自
も
ら
か
方
の
船
大

会
穂
稲
も
〕
会
の
首
一
人
百
〔〕
会

が
方
の
ブ
ラ
ク
の
数
多
く
な
で
け
だ

を
鉢
十
数
は
に
祭
い
さ
じ
あ
の
宮
倉

の
す
ま
い
違
れ
ぞ
れ
そ
が
味
趣
は
ん

機
の
み
し
楽
て
げ
広
を
幅
い
合
し
流

　

す
を
話
の
化
性
活
ブ
ラ
ク
ら
が
な
け

　

和
昭

64

発
て
し
と
部
拳
極
太
に
年

し
足

21

15

祭
能
芸
倉
鎌
る
ふ
い
ら
み
り
よ
年

20

鎌
は
に
月
7
年

も
て
い
て
け
掛
に
子
椅
「
々
共
者
居

指
を
操
体
功
練
・
拳
極
太
」
る
き
で

の
者
居
入
で
の
す
ま
し
視
重
を
法
吸

みらいふる鎌倉

元気なクラブを
紹介します

クラブ同士の交流こそお楽しみの鍵
稲穂会　小倉　弘二

会
寿
廻
城

　

子
の
そ
口
山

会
寿
寺
明
浄

　

本
山
　

子
照

趣味を生かしたクラブ活動
坂本町喜楽会　杉山とよ子

そ
こ
り
ど
お
盆

ル
ボ
ン
シ
の
夏
の
本
日

会
寿
長
越
名

　

子
佐
實
田
吉

気
元
な
ん
み
て
べ
食
を
ぎ
な
う

―
任
着
長
会
き
好
大
ト
ン
ベ
イ
―

て
い
つ
に
操
体
療
医
国
中
・
拳
極
太

〒247ー0072　鎌倉市岡本1ー7ー14

PM
AM

月診 療 時 間 火水木金土
● ● ● ／ ● ●
● PM7 PM7 ／ ● PM6

日
●
／2 30～： 8 00：

9 00～： 12 30：
祝
／
／

木村歯科医院
一般歯科
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15

10

月
23

祭
能
芸
倉
鎌
る
ふ
い
ら
み
に
日

11

元
「
同
一
員
部
で
と
こ
む
積
を
習
練

　

4
月
1

70
（名
50

会
の）
帯
世

は
台
風
新

138

そ
よ
お
で
帯
世

400

の
名

60

が
上
以
歳

30

自
い
多
の
者
齢
高
る
め
占
を
ト
ン
セ

　

て
い
つ
に
動
活
と
画
計
業
事
に
次

と
す
ま
き
書
を
要
概
の
そ

　

健
○

会
の
操
体
持
保
康

　

新
と
会
老
敬
○

会
賀
祝
年

　

会
習
学
・
座
講
養
教
○会

学
見
設
施
○
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囲碁の楽しさ～世代を越えて～
西鎌倉福寿会　羽鳥　光男

　30年の歴史を持つ扇ガ谷福寿会は、ボランティア
活動に熱心で特に付近を走る横須賀線に沿う市道路
は、源氏山公園、化粧坂、葛原岡神社への観光客も多
く、付近の清掃には毎日見回ってその周辺の清掃に努
めている。ところが路線内敷地は立入禁止になってい
て、幅 4～ 5m 、長さ 40 ～ 50mの敷地内には入る
ことができない。
　そのため心ない人に投げ捨てられた缶・ビンなどの
ゴミが何年分も放棄されたままで散乱し、見苦しい状
態であった。その状態を見て、JRに 12 年頃から回
収をお願いしたが一向に清掃されなかった。それから
8年たった昨年 3月伊藤会長と相談し、担当が大船保
線区であることをつきとめ、現状写真を添えて保線区
長に願書を提出し、今度はやっと保線区から作業者が
派遣され、僅か作業は半日でほぼ終了。永年の懸案も
1日にして見違えるようにきれいになった！
　それにしても、このような市民の手の届かない汚い
個所は他にもあるだろう。行政の気付かないことを、

申し出る部署を間違え
ぬようよく見極める事
が肝要で、どんどん積
極的に行動を起こすべ
きことを痛感した。　
（扇ガ谷福寿会

枝　陽一郎）

ボランティア活動から得た小さな効果
―きれいになった JR軌道―

もっと市民の目で役所に問うべき事は積極的に !

歪んだ骨格の周囲は筋や靭帯が萎縮し、そこを通って
臓器へ向かう血管や神経が圧迫を受けています。

自然医学総合研究所 （http://www.nrt.ne.jp）

鎌倉市笛田２－１－２６　高橋ビル１F

（0467）33ー0669

健康な体は骨盤から！！
病気には必ず原因があります！！

ナチュラル・ケア・ステーション 神奈川支部
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二階堂第三白寿会
保田　イチさん（９９歳）

　「やまもも」発行に際しご協賛いただ
きました各位に厚く御礼申し上げます。
本紙は会員相互の交流と生きがい向上
に、さらに内容の充実に励んでまいりま
す。今後も倍旧のご厚誼を賜りますよう
お願い申し上げます。みらいふる鎌倉
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松嶺院からの眺め◆表紙の写真

　円覚寺の塔頭松嶺院は山門左脇で萩・牡丹の花時だけ公開さ
れる。開山は建長寺49世の大

だ い せ つ そ の う

拙祖能（1396頃）、中興開山は天
文4年（1525）に亡くなった叔

しゃくえつぜんえき

悦禅懌でその塔所であり、もと
は不閑寺と呼ばれていたが、東慶寺ゆかりの松嶺院妙円尼が寺
領を寄進し松嶺院と改称された。
　この寺には有島武郎が代表作『或る女』の後編を執筆するた
めに大正8年3月末から21日間滞在した。当時2階建て無人
で、現在のものは震災後に再建されたもの。31日の日記より。
 「（前略）千代（前のすしやの娘）が一緒に来て、すっかり部屋
の掃除をしてくれた。天気は上々。梅の花はすでに散って、1
月桜が咲き始めた、桃もだ。柳屋で食事をするー両眼に白っぽ
い膜がかかった少女。風邪のため、夜10時に寝る。夕食後千
代田へちょっとだけ寄る」どうも5年に妻に死なれた彼は千代
さんとただならぬ関係になったという話もある。
　この裏山の墓地からの景観が素晴らしい。そして墓地には開
高健、中山義秀、清水崑、田中絹代（写真）、佐田啓二、小林正樹、
サリン事件の坂本一家の墓がある。9月
彼岸に訪れたら、萩は真っ盛り、それ
に10月桜がチラホラその間から山門を
撮したものです。（Ｋ）
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